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七
月
十
六
日
（
月
・
祝
）
に
行
な
わ
れ
た
「
さ
よ

な
ら
原
発
１
０
万
人
集
会
」
は
、
日
本
全
国
か
ら
十

七
万
人
が
参
加
。
大
勢
の
参
加
者
が
心
ひ
と
つ
に

「
原
発
か
ら
の
撤
退
」
を
迫
り
ま
し
た
。 

私
も
家
族
や
保
護
者
仲
間
、
友
人
た
ち
と
参
加
し

ま
し
た
。
会
場
は
、
私
の
人
生
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
熱
気
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、
歴
史
が
変
わ
る
一

コ
マ
に
立
ち
会
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

脱
原
発
の
運
動
は
、
今
後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
私
も
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

世
界
の
国
々
の
市
町
が
賛
同 

賛
同
都
市
は
広
が
り
続
け
て
い
ま
す 

今
回
の
運
動
の
特
徴

は
、
一
般
の
市
民
（
特
に
、

保
護
者
）
が
多
く
参
加
し

て
い
る
こ
と
。
私
た
ち
保

護
者
は
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
守
る
た
め
に
、
黙

っ
て
い
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。 

 
 

 家族揃って参加 息子も頑張りました！ 
 

集会には、家族揃って参加。炎天下での集会・デ

モになるため、熱中症対策には気合いを入れまし

た。特に息子のために、冷却シート、小型扇風機、

各種果物（特に桃）にドリンク、塩気のある食べ物

等など、万全の準備をしました。そのおかげか、息

子は終始、元気いっぱい！私と妻の方が、疲労困憊

でした（笑） 安保闘争などを経験したことの無い

当
日
の
号
外
配
布
な
ど
で

一
躍
有
名
に
な
っ
た
「
赤
旗
チ

ャ
ー
タ
ー
ヘ
リ
か
ら
の
空
撮

写
真
」
（
上
）
さ
す
が
、
赤
旗

〝
い
い
仕
事
〟
し
て
い
ま
す
。

沿
道
は
デ
モ
隊
で
溢
れ
か

え
り
ま
し
た
（
右
） 

私たちの世代にとっ

ては、人生初の大規

模な国民的大運動に

取り組んでいます。 
歴史の新たな１ペ

ージを息子と共に体

験できて良かったで

す。 

息
子
も
い
つ
か
、
こ
の
日
を
振
り

返
る
時
が
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
並
区
の
〝
ふ
れ
あ
い
収
集
〟
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

ご
み
を
集
積
所
ま
で
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
方
の
み
の
世
帯
に
は
、
戸
別
に
対
象

世
帯
の
玄
関
（
ド
ア
）
前
か
ら
ご
み
（
可
燃
、
不
燃
）・
資
源
（
古

紙
、
び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

類
）
を
収
集
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

杉並清掃事務所作業係 

℡  03(3392)7281 

FAX 03(3392)0940 

杉並清掃事務所方南担当作業係 

℡  03(3323)4571 

FAX 03(3323)5171 

あ
ら
か
じ
め
清
掃
事
務
所
の
職

員
が
訪
問
し
、
収
集
開
始
時
期
、
引

き
取
り
場
所
な
ど
を
決
め
ま
す
。 

と
て
も
便
利
な
制
度
で
す
の
で
、

ご
み
出
し
が
困
難
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

 

【対象となる方】 

◇ ６５歳以上のひとり暮らしの高齢者、ま

たは障害者のみで構成する世帯のうち、

自ら集積所までごみを持ち出すことが

困難で、身近な人などの協力を得ること

ができない世帯 
 

【申込方法】 

◇ 最寄りの清掃事務所に直接ご相談くだ

さい。 

七
月
十
三
日
（
金
）、
陸
上
自
衛
隊
の
「
災
害
対
処
訓
練
」（
杉
並

区
で
は
十
六
日
夜
間
に
実
施
）
の
中
止
を
求
め
、
杉
並
区
に
申
し
入

れ
を
行
な
い
ま
し
た
。
く
す
や
ま
区
議
と
私
が
参
加
し
、
区
危
機
管

理
室
長
が
対
応
し
ま
し
た
。 

関
係
自
治
体
に
直
前
ま
で
知
ら
さ
れ
ず 

  

こ
の
訓
練
は
、
六
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
に

か
け
て
「
災
害
対
処
訓
練
（
二
三
区
展
開
訓
練
）」

と
し
て
、
各
地
域
で
行
な
わ
れ
、
杉
並
区
で
は
、

「
連
絡
班
」
が
十
六
日
夜
間
に
区
役
所
前
に
到

着
し
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
関
係
自
治
体
に
直
前
ま
で
知
ら
さ

れ
な
い
ま
ま
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
般
区
民
が
参
加
し
な
い
自
衛
隊
の
単
独
訓
練

で
あ
る
こ
と
、
戦
闘
作
戦
と
同
様
の
手
順
で
市

街
地
で
訓
練
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
通
常
の
訓

練
と
は
異
質
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

災
害
対
応
は
自
治
体
か
ら
の
要
請
と
連
携
が
必
要
不
可
欠 

  

今
回
の
訓
練
に
対
し
、
区
民
か
ら
「
災
害
対
応
に
名
を
借
り
た
軍

事
訓
練
で
は
な
い
の
か
」
な
ど
の
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

つ
く
し
て
住
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
自
衛
隊
が
救
援
活
動

を
行
な
う
こ
と
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
も
、
住
民
に
密

着
し
た
自
治
体
か
ら
の
要
請
と
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

本
来
の
防
災
訓
練
は
、
住
民
、
自
治
体
、
消
防
、
警
察
、
事
業
者

な
ど
と
と
も
に
、
防
災
力
の
向
上
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き

で
す
。 

緊
急
の
申
し
入
れ 


